
 

令和７年１０月１０日  

報道機関各位 

 

 長岡市地方創生推進部広報・魅力発信課長  

         長岡はひとがつながり、発酵するまちへ   

  HAKKOtrip２０２５を開催します 
 

醸造メーカー、飲食店、教育機関、まちづくりに関わる人などからなる「長岡の発

酵ミーティング」は、令和元年からさまざまな事業を展開し、発酵醸造のまち長岡の

魅力を発信してきました。  

このたび食と体験を通して発酵に浸るイベント「HAKKOtrip（ハッコートリップ）」

を開催します。 

７回目の今回は、発酵のおいしさや楽しさをきっかけにしながら地域の魅力を高め

ようと、地元住民や学校、蔵元など、さまざまな人がつながり、アイデアを出し合っ

て生まれた企画が盛り沢山です。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、周知にご協力いただくと

ともに、当日はぜひ取材くださるようお願いします。 

 

HAKKOtrip２０２５ 
１ 日 時  １０月１２日(日) 午前１０時～午後３時 

（長岡駅大手口駅前広場は、午後１時～７時３０分） 

２ 会 場  宮内・摂田屋地区内、長岡駅大手口駅前広場 

３ 内 容  発酵食品を使用した飲食の提供、発酵や味噌・醤油を学べる    

体験、同日開催の「蔵 JAZZ」、街歩きなど 

   

４ 取組の紹介（一部抜粋） 

（１）農高生がつくる「サフラン酒フィナンシェ」 

サフラン酒フィナンシェを研究するチームが今年も参加。地域活

性化に貢献したいと、先輩たちの活動から引き継いで日々研究し

ています。サフラン酒の華やかな香りをダイレクトに感じられる

ように試行錯誤を重ねて完成したフィナンシェのほか、バケット

と酒粕クッキーも販売します。 

会場：米蔵エリア 農業高校ブース 

 

（２）こどものまちとシャッターアート 

 こどもたちの有志や地元の小学校が、地域を盛り上げる過程に関わることで、地域への愛着 

や関心が高まるとともに、地域の魅力が高まることが期待されます。 

 

「こどものまち」 

子どもだけで運営する小さな都市。１５人程度の実行委員が集ま

り、全６回のこども会議で、まちのルールやお店について話し合

い、準備をしてきました。当日は、子どもだけが入れる仮想のまち

で、子どもが市民となり、オリジナルの通貨を使い、遊んだり買い

物をしながら、社会の仕組みを学びます。 

  会場：ウィロウハウス 

  料金：５００円 

 

長岡市 

詳細はこちら 



 

 

 

「シャッターアート」 

長岡市立上組小学校３年生５３人が長岡造形大生と一緒に、宮内商店街

の空きシャッター４か所にマスキングテープでアートを制作しました。 

  会場：宮内商店街の各空きシャッター前 

 

（３）星長エリア 

摂田屋のなかの「星野本店」と「長谷川酒造」があるエリア。 

住宅地の中に文化財の建物が佇むノスタルジックな風景は街歩きにオ

ススメです。 

・おにぎり、赤飯の販売（星野本店） 

・酒粕詰め放題、酒粕スイーツの販売（長谷川酒造） 

・おからドーナツの販売（おやつショップ dabo） 

・長谷川酒造の酒粕を使ったたこ焼きの販売（多幸坊主） など 

 

（４）楽しい移動手段が登場 

越のむらさきから星長エリアをつなぐ新たな移動手段として、EVの三輪

自動車「トゥクトゥク」が登場。醸造の香りを感じながら、専任のドラ

イバーと一緒にのんびり走ります。 

料金：１回５００円（実費分）※大人２人まで 

 

（５）JR東日本長岡統括センター 

・缶バッジづくり 

・こども駅長制服を着ての記念撮影 

・「Shu＊Kura」に手を振ろう（午前１１時２７分頃） 

会場：宮内駅前 

 

（６）長岡駅前でも HAKKOtrip 

長岡宮内間の電車での移動を楽しんでもらうため、大手口駅前広場にも会場を用意しました。

また、今回の取り組みは、駅前広場のにぎわいづくりの実証実験を兼ねて行います。 

時間：午後１時～７時３０分 

 

５ 主催 長岡の発酵ミーティング 

  共催 長岡市、宮内摂田屋 method 

 

 

 

 

 

 
問い合わせ：広報・魅力発信課 木村  

TEL０２５８－３９－２２０２  

 






